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Ⅱ 方 法 
 
１．対 象 
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であり、独居は 8名 (12.1％)、不明 5名 (7.6％) であった。
同居者53名のうち、患者夫婦のみ14名 (21.2％)、子供13名
(19.7％)、妻  (夫) と子供12名  (18.2％)、子供夫婦 5 名
(7.6％)、その他22名 (33.3％) であった。 
２．基礎心疾患と既往症および入院時の症状 
 基礎心疾患では「虚血性心疾患」が最も多く、36名












た 。 入 院 時 の BNP 平 均 値 ± 標 準 偏 差 は 1024.3 ± 691.4 
(pg/ml) 、 退 院 時 BNP 平 均 値 ± 標 準 偏 差 は 458.3 ± 434.5 
(pg/ml) であった。入院時の体重から退院時の体重を差し
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8名 (42.1％) であった。30日以下 2名 (10.5％)、31日から
60日まで 4名 (21.1％)、91日から120日まで 3名 (15.8％)、
121日以上 2名 (10.5％) であった。これを再入院率として
再掲すると、1ヶ月以内3％、2ヶ月以内9.1％、3ヶ月以内
21.2％、6ヶ月以内25.8％、1年以内28.8％となる。再入院患
者19名のうちの同居は14名 (73.7％) であった。 
 再入院理由としては、低心機能が最も多く31.6％と全体












セスメントシートへの記載は33件 (50.0％) であった。 
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